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１．研究計画の概要 
伊藤解析，マリアバン解析に代表される確率
解析の理論を発展させることと解析学，幾何
学，数理ファイナンスなど他分野の研究への
応用を進めることが研究の目的である． 
(1) 確率解析の理論の整備 
ラフパスの理論，ディリクレ形式の理論との
関連において発展させる．経路空間上の統計
力学的問題に現れる部分集合に関連した部
分積分の公式を他にも応用できる形で整理
する． 
(2) 幾何学などへの応用 
確率解析の理論を用いファインマン経路積
分の考えを援用して，解析学，幾何学など数
学の他分野への応用を図る．また，応用の際
現れる確率論，確率解析の問題の研究を進め，
確率解析の研究の将来を探る． 
(3) 数理ファイナンス，数値解析への応用 
確率解析の数理ファイナンスへの応用を続
けるとともに，将来の研究の方向性を見定め
る．数値解析への応用に関しては，数理ファ
イナンスからの要請に応えるように研究を
進める． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 確率解析の理論の拡張に関しては，研究
代表者，分担者が連携研究者とともに，日常
的な研究連絡，年に数回開催する研究集会に
おける研究発表などを通して研究を進めて
いる． 
(2) 幾何学などへの応用に関しても同様であ
るが，特に 2007 年 8 月に多くの外国人研究
者，幾何学を中心に活躍している日本人研究
者を招いて研究集会を 2 週間開催し，研究連
絡を行うとともに，共同研究も幾つか行った． 

(3) 数理ファイナンスに関しても日常的な研
究連絡，確率論に関する研究集会とともに年
に 1度数理ファイナンスに特化した研究集会
を開き研究を進めた．また，2008 年 8，9 月
に京都で開催された国際的な研究集会に本
研究の研究者が参加し研究の進展に役立て
た． 
 
３．現在までの達成度 
大きく 3つに分けた分野すべて当初の計画以
上に進展していると考えている．理由は進捗
状況の中で述べたとおりである． 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度は，研究の継続，3 年間開催した確
率論シンポジウム，確率解析とその周辺，数
理ファイナンスとその周辺と題する 3つの研
究集会を開催するとともに，国際研究集会
「 Stochastic Processes and their 
Applications」において研究発表，研究連絡，
共同研究を行い，その開催に合わせて研究集
会を計画する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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